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１）横浜市立大学医学部看護学科
Ⅰ　はじめに
横浜市立大学では、「国際的な視野を持って活躍できる
人材を育成する」ことを中期目標に定め、実践的な国際
教養大学をめざしている。国際化推進センターは、平成
19年度モデル事業として、「海外フィールドワーク支援プ
ログラム」の募集を行った。このプログラムは、国際的
な視野を持った人材を育成するための手段として、海外
での実践的な教育活動に対する支援を行うという事業で
あり、平成19年度に初めて試みられたものである。
母性看護学では、このプログラムからの支援を得て、
ベトナムにおける海外フィールドワーク研修を実施する
機会を得た。フィールドワークのねらいは、環境汚染が
次世代に与える影響を理解すること、障がいを持って生
まれた子どもたちに対する自立支援を障がい児者職業訓
練施設における体験から学び、母性看護学における性と
生殖に関する視点から健康問題をとらえる資質を養うこ
とにある。さらに、研修を通して、看護職者が障がいを
持って生まれてきた子どもたちや家族にどのような看護
を提供し、医療従事者やNPOの中でどのような役割を果
たしているかを直接に学ぶことにある。ここではその実
施に至るまでの経緯と研修の概要を報告する。
Ⅱ　研修対象者と研修参加者
前述したねらいを達成し、支援プログラムの応募要件
を満たすために、研修対象者は医学部看護学科在籍中の
「母性看護学概論」履修予定・終了者とした。研修実施に
関するポスターを作成し、学年ごとの説明会を開催した。
個別相談に対する対応を経た後、最終的な研修参加者は3
年次生11名、編入生3名の14名であった。
Ⅲ　研修期間
研修期間は、平成19年 9月 15日から9月 19日までの5
日間である。
Ⅳ　研修実施にあたって
1. 事前準備
研修の実現に向けて、ベトナムでの活動実績を持ち、
研修受け入れの経験もあるNPO法人「Ｖハート」（ベト
ナム社会主義共和国の障がい児者に対して、教育支援、
自立支援に関する事業を行い、ベトナムの教育・福祉の
発展に寄与することを目的とする特定非営利活動法人：
http://cocoro.vhn.jp/、以下Ｖハート）事務局長に対し企画
内容と実現化に向けての助言を求めた。引率予定教員の
一人がＶハート会員であり、研修実施において現地駐在
中の職員や、滞在中の日本との連絡に至るまで全面的な
協力が得られることとなった。見学施設である Tu Du
Maternity Hospital（ツーズ病院：以下ツーズ病院）の
Pham viet THANH（タン）院長とNguyen DUC（ドク）氏
は、研修実施前に別件で日本招聘があり、その機会に挨
拶と研修依頼を行った。
渡航の実際では、研修企画経験を持つ旅行社による現
地調整、手配を依頼した。
ベトナムでの施設見学は、公安委員会への身分証明の
他、医療施設見学では医療省への研修目的およびフィー
ドバックに関する書類提出が求められた。当初ツーズ病
院見学に際して、旅行社を通じて研修依頼書の翻訳と提
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出を依頼したが、直前にツーズ病院の Nguyen thi phuong
TAN（タン）医師の配慮により、日本ベトナム友好協会
大阪府連合会役員を介した研修依頼書に差し替えること
になった。これにより、今回の研修が一般大学生の研修
ではなく、看護学生の研修であることが強調され、結果
として病院細部にわたる見学受け入れを可能にした。
2. 引率
海外フィールドワーク支援プログラムの支援要件とし
て、成田発から成田着までの教員の引率が求められた。
支援対象となる引率教員は 1名のみであったが、看護学
科では学生の海外引率が初めての経験であり、探索的な
意味合いを持つという観点から 2名の教員による引率へ
の支援を要望した。支援対象の変更は認められなかった
が、海外研修という処遇にてさらに 1名の教員が引率に
加わることができた。
Ⅴ　研修内容と研修施設の概要
研修は、8カ所の施設で見学や交流を行った。施設名称
については英語表記があるものはそれを示すが、一部ベ
トナム語表記となっている。
1. ツーズ病院見学およびメディカルスタッフとの交流
ツーズ病院は、ベトナム南部に位置する最も大きな産
科を中心とする基幹病院であり、診療だけでなく、予防
活動・研究・医師やコ･メディカルスタッフの教育・広域
に及ぶ周辺省病院の指導など大学病院と同等の機能を有
している。病床数は1200床、1日に2000人の外来診療と
150件の分娩を取り扱う。研修はタン院長による病院の概
要説明の後、女医であるタン氏による補足説明と看護部
長、助産師長、ドク氏を交えた質疑の後、2グループに分
かれて施設内見学を行った。施設見学は、外来部門、分
娩部門、入院部門の他、体外受精など不妊治療を行って
いる部門に至るまで見学、説明を聞くことができた。病
院内の案内は、助産師である看護職員により行われ、日
本で行われている医療との違いや看護援助の視点から多
くの質問に答えていただきながら、ていねいな説明を聞
くことができた。
2. Hoa Binh Village（平和村：以下平和村）見学および入
所児との交流
平和村は、ツーズ病院に併設する施設として、1990年
に開設された。枯れ葉剤の影響による障がいを持つ子ど
もたちが生活しており、多くの見学者も受け入れている。
学生たちは子どもたちが生活している居室に招かれ、生
活の様子を見学しながら日本から持参したお菓子や折り
紙を媒介とした交流を行った。細かい質問など通訳が必
要となる場面もあったが、子どもたちは学生に生活の場
を積極的に紹介していた。
3.
（ベトナム語表記）（障がい児者職業訓練センター）見
学およびスタッフ、施設利用者との交流
障がい児者職業訓練センター（以下訓練センター）は、
Ｖハートが Binh Duong（ビンズオン）省社会局と提携し、
2006年 10月に開校した障がい児・者のための職業訓練学
校である。後述するビンズオン省孤児・障がい児養育セ
ンターの敷地内に併設された施設である。コンピュー
タ・織物・縫製の3部門があり、現在53人の生徒を受け
入れている。平和村が枯れ葉剤による障がいへの支援を
対象としているのに対し、Ｖハートがめざしているのは、
ベトナムにおける知的障がい者への支援であり、訓練セ
ンターでは、孤児や知的障がい者を対象に職業訓練を行
うことで、自立した生活ができるようになっていくこと
をめざしている。
研修は訓練センターの事務長による説明を聞いたあと、
それぞれの部門の見学と職業訓練を受けている生徒たち
との交流を行った。パソコンの前で入力や編集の操作を
訓練している生徒とは、学生たちも自分の経験を伝えた
り、訓練の様子を訪ねたりしていた。織物をやっている
生徒とは、Cocoro織りといわれる具体的な織物の織り方
の説明を受け、配色を自分で決めて織っているのかなど
質問をすると同時に、作品を鑑賞した。縫製部門では、
日本ではあまり見かけなくなった足踏みミシンを上手に
操作する生徒の様子を見せてもらい、また、同行してく
ださったＶハートの理事から詳しい説明を受けた。
4. Department of Labor , Invalids & Social Affairs Binh
Duong Orphanage（ビンズオン省孤児・障がい児養育
センター）見学および入所児との交流
この施設は、ホーチミン市から車で50分程のところに
位置する社会局が運営する施設である。見学時には乳幼
児から 16 歳までの子どもたち 62 人が生活をしていた。
Tran Thuy VAN（ヴァン）副所長の説明とＶハート代表世
話人小豆島氏による補足説明ののち、乳児が生活する居
室を見学し、入所児との交流を行った。学生たちは、乳
幼児を抱き上げ、学齢期の子どもたちとは、携帯電話を
持ち出して同世代のようなやり取りをしていた。
5.
（ベトナム語表記）（G-Cocoro作業所：以下 G-Cocoro
作業所）見学およびスタッフ、施設利用者との交流
G-Cocoro作業所は、Ｖハートが立ち上げた知的障がい
者のための作業所であり、ホーチミン市中心部から車で
約30分のところにある。
ここは、訓練センターでも行われていた Cocoro織りの
織物を織ったり、ベトナム少数民族が染め上げた布を加
Yokohama Journal of Nursing Vol.1, No.1, pp. 94-97, 2008
96 横浜看護学雑誌　Vol.1, No.1
工した製品を作ったりする作業を通して、障がい者同士
のコミュニケーションの場を作る・リハビリテーション
とすることなどを目的としている。利用者は平日の日中
通所によって、先生と生徒という関係ではなく、仲間と
スタッフという呼び方をしながら作業をしている。学生
たちの訪問は、作業所の「仲間」たちによる丁寧な歓迎
を受けた。自己紹介のあと 2グループに分かれて交流を
持った。また、作業所で織り上げられ、縫い上げられた
作品を鑑賞するとともに、日本へのおみやげとしてでき
あがった製品を購入した。
6. War Remnants Museum（戦争証跡博物館）見学および
スタッフ、戦争体験者との交流
戦争証跡博物館は、ホーチミン市内にある観光場所と
しても有名な場所である。館内見学の後、Huynh Ngoc
VAN（ヴァン）館長と戦争体験者である元館長、そして
戦争当時踊り子として戦地での慰問活動をしていたとい
う女性との交流を行った。汗を流しながら戦争当時の捕
虜としての体験を語る元館長の話は、通訳を介するため
十分詳細な言葉まで伝わらなかった点もあると思われた
が、学生たちは真剣に聞き入り戦争がどのようなもので
あるのかについて理解しようとしていた。元館長は御子
息が医者であることを紹介し、学生たちが学習する医療
の知識が戦時下に置いてだけでなく、平和な社会を守る
上でもとても重要であり、すばらしい勉強をしているの
だから是非がんばって欲しいというメッセージを伝えて
くださった。すでに高齢となっている女性も学生たちの
ためにメッセージとして平和を願う踊りを披露してくだ
さり、学生たちもその女性からのリクエストに応じ、全
員で「世界に一つだけの花」の歌を合唱して応えた。
7. The Cu Chi Tunnel（クチトンネル：以下クチトンネ
ル）、Reunification Palace（Hoi Truong Thong Nhat：
統一会堂；以下統一会堂）および市内見学
クチトンネル、統一会堂はベトナムの歴史を知る上で
は重要な場所である。クチトンネルでは実際にトンネル
の中を通るという体験をして、当時の生活がどのような
ものであったのかについて理解した。統一会堂では、ベ
トナム統一までの歴史やその背景にあるものを理解する
とともに、爆弾投下のあとや統一を果たした戦車の展示
を見学した。
市内見学では、移動中のバスから市中を走るバイクの
多さに触れ、ベトナムの代表的な食事や若者に人気の雑
貨等のショッピングを体験した。
Ⅵ　報告書の作成と大学祭での展示報告
海外フィールドワーク支援事業の採択には「帰国後、
報告会、報告書の作成を行うこと」が必須条件として示
されており、参加学生募集の説明会でも、帰国後の課題
作成を提示していた。また、ベトナムにおける施設見学、
特に医療施設見学では医療省への見学目的と研修後のフ
ィードバックに関する内容を届け出る必要があった。そ
こで、学生に対しては、これらの報告を目的とし、公開
を前提とした研修の学びに関するレポート課題を求めた。
学びの内容が研修目的に沿って述べられ、かつ社会的・
倫理的に問題となる記述がないことを教員が確認したの
ち、この学生のレポートを中心に、研修報告書 1）を作成
した。また、事前および研修当日に許可を得て見学施設
内で撮影した写真の公開に関する許諾を再確認し、研修
活動の様子をまとめる写真の選定を学生が中心となって
行い、一部の写真を報告書に掲載するとともに大学祭で
展示報告した。大学祭では、写真の展示だけでなく訓練
センターやG-Cocoro作業所で作られた作品を展示し、学
生が交代で販売を代行するボランティアも行った。
報告書は、研修生、大学関係者、協力施設、Ｖハート
理事、希望があった教員へ配布している。
Ⅶ　おわりに
国際社会の中で、看護学教育を行う大学においても海
外研修を行った報告は多い 2）－ 4）。「学生は異文化理解、コ
ミュニケーションの重要性、視野の拡大等を体験した。」5）
という研修体験そのものによる直接的な学びにとどまら
ず、「研修を終えて一定時間が経過しても消えない具体的
な学びが多いことが明らかになった。」6）という長期的な
学習効果の報告もある。気軽に海外旅行を経験する時代
の学生たちであり、今回参加した学生も渡航経験のない
学生は少数派であった。しかし明確な研修目的を持ち、
教育的に企画された研修への参加は、望月らの報告に示
されるように「学生時代に海外の臨床現場に触れること
によって得られる効果は、その後の参加者の看護観に影
響を与えるだけでなく、より広い意味での自己成長をも
たらす好機」5）となり海外旅行による異文化体験を越えた、
専門職としての学習に意義のある経験を提供する。
今回の研修では、引率教員の活動を土台にしながら関
連機関の協力を得て、フィールドワーク活動を成功させ
ることができた。今回の取り組みは、初めての試みであ
るために、学生の安全を最大限配慮し、見学を中心とし
たプログラムとなった。見学が中心であるとはいえ、参
加した学生はすべて積極的に関わり、主体的自律的な行
動が取れており、大学祭における発表展示も、学生たち
を中心としてすすめていくことができた。
「国際的な視野を持った人材を育成するための手段」
として、初めての試みであった母性看護学における海外
フィールドワーク研修は、十分目的を達成する成果を得
ることができた。
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